
災害様式１

（罹災前のものを平面図に書き、罹災部分を赤斜線にて記入するとともに被害状況を記入
すること。また、2階建て以上の住居で損害がない場合でも、各階の平面図を記入して下さい。）

単位
建面積 建面積
延面積 延面積
建面積 建面積
延面積 延面積

葺 階建

階建

※書ききれない場合は、別紙に記入して下さい。

住
 
 
居

区分 罹災前の 罹災した

組合員住居

被扶養者住居

木造

コンクリート建

被災物件
点数罹災前にあった家財（すべて記載のこと）

罹災者氏名

物件点
数

罹災にあった家財（被害状況）

㎡

㎡

罹災物件その後の使用状況

約 万円約 万円

住居の平面図

下車駅名 バス降車場

最終駅又はバス停留所から罹災地までの道順

罹災状況報告書
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駅又はバス停留場から罹災地までの徒歩による所要時間 時 分


